
T：中地二区地域のふれあいを広める会

ノて＼」あ

11月9・10日、－中地区コミュニティまつりが開催されました。

雲一つない秋晴れに恵まれ、大勢の人で賑わいました。

館内には多彩な作品が展示されて、訪れた人達は年々レベ

ルアップしている作品に、感心していました。館外の工夫を

凝らしたイベント・模擬店には、それぞれのrお目当て」を

目指す長い行列ができました。

今年は、長堀小学校6年生が「中丸川の環境を守る取り組

み」の発表やゲームなどで、まつりに参加しました。

特賞　当たっちやった／／

＋．て十十‘∴て
唱歌を唄う♪l禦莱コーナー

まつりの賑わい

．■－Jr
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2019年（令和元年）12月25日発行．‥：

．∴主な内寧∴
1P．第34画一中地区コミュニティまつり
・2P．いきいき襲城画包体
’如．私のふるさと・思い出

如．地域のイキイキさん・地域のわだい

4P．お庭拝見・健康コーナー

4P．部会だより　　　　　　　．‥．．

このように斜めにすくうのよ／ 国際色豊か　私も出展しています＊
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」工さ、

“バレーボール”

第74回国民体育大会のバレーボール競技会が

10月2～5日、松戸体育館・勝田工業高校体育館

（少年男子）、市総合運動公園総合体育館（成年

男子・女子）で開催されました。

松戸および勝田工高の体育館では、一中地区の

ボランティアも、競技の様々な裏方業務を担当、

スムーズな進行を支援しました。白熟した試合の

結果、茨城県は出場24チーム中、7位に入賞。

なお、市総合体育館で行われた成年男子は5

位、成年女子は3位に入賞しました。

l打ち合いガ続き、熱気に包まれる松戸体育館→

戸讐
熱戦にわ己あがった歓

㌣一一一一1キー一・

事‘【

＿＿＿．－■＿＿＿一山

会場に響き渡る応援団の声援

試合の行方を見守る観客

ボランティアの皆さんが大活躍

屋外の模擬店も大忙し

ノI

．身l

勝田工高コートで最終調整する茨城県チーム
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地域のイキイキきん

明るく積極的に／

東中根団地自治会
長谷川　浪江さん（93）

大正15年生まれの浪江さんのお宅を訪問して、お元

気の秘訣を探ってきました。

水戸生まれの浪5工さんは、教員をしていたご主人と

結婚。専業主婦として3人の子供を育てていた40歳の

頃、年老いた両親の世話をするために、家族で勝田に

越してきました。その後、無事子供たちは成人。教員と

なって結婚した長女の子供の面倒を見るために、東中

根団地に移り住みました。手作りのセーターや服を着

せるなど子供や孫の成長を楽しみに家庭を守ってこ

られました。

ご主人が定年を迎え、孫たちも手が離れた60歳の

頃、子宮がんが見つかリ2カ月入院。治ったと思った70

歳では大腸がんになり、ご主人がご飯を作るなど世話

をしてくれ、二人でがんを克服しました。その面倒見の

良いご主人も、今から14年前89歳でお亡くなりになり

ました。

今は子宮がんの後遺症のリンパ浮腫で、右足が左足

の倍ほどに浮腫んでいます。それでも杖をついて歩き、

身の回りのことは自分でしています。「時々ズキズ幸す

るけど我慢できないほどではない。2回もがんになっ

て生きていられるんだから、足くらい何でもない」と、

明るい浪江さんです。

また、「あずま会」（地域の老人会）に入り、歌・体

操・折り紙・輪投げなどの活動や、花見会・お誕生会な

どの行事に参加しています。休んだりすると作品を届け

てくれるなど、友達がたくさんいるようです。「みんな

が待っていてくれて、ありがたい」と話す浪5工さん。

お元気の秘訣は、地域に積極的に参加する前向きの

心と仲良しの仲間、そして近くに世話をしてくれる娘さ

んがいることだと分かりました。

あずま会の仲間と　　　　　　　　花見会

西中鵬の絆を支えるおやじの会

西中根自治会長　重田　政之

会の愛称‘■おやじの会”はPTA活動のお父さ

ん会としてよく耳にはするが、西中根では■‘地域

の若衆組’’意気込みの西中根男子会。結成ワ年

目の若い組織で、発足の原点は夏まつリテント

の突風安全対策への使命感。今では運動会の

世話役をはじめ、どんど焼きのやぐら造りや防

災給水訓練にも参加し、西中根の各種団体との

コラボに務めている。

また、おやじの会としてもオープンゴルフコン

ペを催したり、家族や友達などを招いてのバー

ベキュー大会では、材料から調理までの一切を

男の手で行い、地域の強い絆を育んでいる。

温
竹のやく、ら

竹の盃

ン・：■！一一

留 どんど焼きでのおやじの会

∴．∴．■・∵＿
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歯
愛用のカメラ

地域のわだい
待望の嘩拓拡幅工事低まる

金上自治会長　関口　勝夫

金上は昔ながらの道路が多く狭くて、長年の

問題となっています。その中で金上のメイン道路

とも言われる金上自治会館前の道路が、歴代の

自治会長・関係者各位の尽力により拡幅される

ことになり、本年度から工事が始まりました。今

は、この工事に伴う電柱の新設工事等が進行し

ています。本年度中には側溝の完備、来年度中

には舗装が完成するとのことです。

完成時には6m道路となり、対向車との譲り

合いの問題もなくなり、生活道路としての利便

性も向上し、住みよい金上に繋がる大切な道路

になるものと今から期待しています。

工事の始まった金上自治会館前道路

〃〃㌔刷甜

長堀初の出張享コラント

長堀小学校　6年　山本　杭大

ぼく達6年生は、11月10日に行われた－中地区コ

ミュニティまつりに参加しました。「出張エコラン

ド」として、総合の学習で学んできた環境の大切さ

や、中丸川の環境改善のために自分達が行ってきた

活動を、地域の人にも知ってほしかったからです。ポ

スターやタプレ、ソトで、中丸川や他の環境をよこさ

ないように呼びかけたり、松ぼっくりなどの自然物

やペ、ソトボトルキャップを使ったエコ工作を体験で

きるブースを考えたりしました。また、遊びを通じて

環境について楽しく学べる工夫も考えました。

来てくれた人みんなが笑顔になってくれて、とても

うれしくなりました。

私
は
七
十
数
年
前
に
、
新
潟
県
西

頚
城
郡
能
生
谷
村
（
現
糸
魚
川
市
）

に
5
番
目
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
地
図
で
見
る
と
海
に
近
い
所

で
す
が
、
高
い
山
と
家
の
前
に
小
さ

い
川
が
流
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ます。7
歳
の
時
、
大
き
な
地
滑
り
が
起

こ
り
村
の
半
分
が
土
砂
で
埋
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
昼
間
だ
っ
た
の
で

家
族
8
人
（
両
親
と
兄
弟
6
人
）
は

無
事
で
し
た
が
、
私
の
家
も
潰
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
親
せ
き
の
家
に

世
話
に
な
り
、
2
年
後
に
や
っ
と
同

じ
村
で
も
山
か
ら
離
れ
た
平
ら
な
場

所
に
、
私
た
ち
の
家
が
建
ち
ま
し
た
。

近
く
の
川
で
、
友
達
と
泳
い
だ
リ

イ
ウ
ナ
や
ヤ
マ
メ
を
捕
っ
て
焼
い
て

食
べ
た
り
し
た
の
が
、
楽
し
い
思
い

出
で
す
。
で
も
冬
は
雪
が
降
り
続

き
、
2
メ
ー
ト
ル
位
の
積
も
っ
た
雪

笥
慧
古
き
と

新
潟
に
生
ま
れ
て

富
士
山
自
治
会

土
田
　
長
春

に
囲
ま
れ
、
家
の
中
で
カ
ル
タ
を
し

た
リ
マ
ン
ガ
を
読
む
ぐ
ら
い
。
春
が

待
ち
遠
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

2
キ
ロ
離
れ
た
小
学
校
ま
で
、
兄

弟
と
一
緒
に
歩
い
て
通
い
ま
し
た
。
一

晩
で
3
0
セ
ン
チ
位
の
雪
が
積
も
る
の

で
、
朝
の
う
ち
親
が
隣
の
家
ま
で
道

を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
校
ま

で
は
5
キ
ロ
、
自
転
車
は
禁
止
で
し

た
か
ら
皆
歩
い
て
通
い
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
、
学
校
近
く
の
知
り
合
い
の

家
か
ら
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
を
出
て
か
ら
、
東
京
に
就

職
。
横
浜
で
知
り
合
っ
た
家
内
と
結

婚
し
、
家
内
の
実
家
の
あ
る
ひ
た
ち

な
か
市
に
移
り
住
ん
で
3
0
年
以
上
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
こ
は
自
然
災
害
に

も
強
く
、
住
み
や
す
い
所
で
す
。

思
　
い
　
立

旅
と
写
真大

成
町
自
治
会

斎
藤
　
文
男

写
真
を
始
め
て
2
1
年
。
フ
ォ
ト
ク

ラ
ブ
の
撮
影
会
を
は
じ
め
感
動
的
な

出
会
い
を
求
め
て
、
ひ
た
す
ら
走
り

続
け
て
い
る
。
写
真
の
勉
強
会
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
、
ま
た
写
真

家
の
図
録
を
参
考
に
す
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
の
中
の
一
冊
「
土
門
拳
」
の

写
真
集
を
見
る
に
言
葉
で
は
表
現
で

き
な
い
感
動
が
あ
り
、
一
度
は
作
品

を
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

平
成
1
6
年
1
0
月
。
こ
の
年
の
撮
影

会
は
2
6
名
が
参
加
し
、
山
形
県
酒
田

市
近
郊
の
撮
影
を
兼
ね
て
、
希
望
で
一

あ
っ
た
「
土
門
拳
記
念
館
」
を
訪
れ

た
。
氏
の
遍
歴
の
胸
打
つ
記
録
作
品

を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
感
無
量

だ
っ
た
。
最
高
傑
作
と
も
言
わ
れ
た

仏
像
の
大
画
像
を
は
じ
め
、
絞
り
込

ま
れ
た
鮮
明
さ
は
見
応
え
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
モ
ノ
ク
ロ
の
作
品
で
、

二
人
の
子
供
が
裾
丈
の
短
い
着
物
姿

Å
が
途
絶
え
被
害
の
状
況
は
知
る
由
も

な
く
、
翌
日
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
に
撮
影
し
な
が
ら
帰
宅
し
た
。
昭

和
3
9
年
に
次
ぐ
大
き
な
新
潟
県
中
越

地
震
で
、
山
古
志
村
が
壊
滅
す
る
程

の
震
災
だ
っ
た
こ
と
を
帰
っ
て
か
ら

知
り
、
驚
い
た
。

気
が
付
け
ば
、
後
期
高
齢
者
の
仲

間
入
り
。
そ
の
後
も
心
の
お
も
む
く

ま
ま
に
、
生
き
甲
斐
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
写
真
を
楽
し
み
な
が
ら
、
撮

り
続
け
て
い
る
。

で
破
れ
傘
を
笑
顔
で
回
し
て
い
る

案
は
、
臨
場
感
を
覚
え
る
ほ
ど
私

好
き
な
作
品
で
あ
る
。

当
日
は
、
山
形
県
鳥
海
山
の
中

に
位
置
す
る
「
国
民
宿
舎
大
平

荘
」
に
宿
泊
し
た
。
私
達
が
営
業

後
の
宿
泊
者
と
聞
き
、
寂
し
さ
を

じ
た
。
そ
の
夜
、
会
食
中
に
2
度

ど
大
き
な
揺
れ
を
体
感
し
た
。
通

Ⅶ～
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・秋の彩りを見せるもみじ

■　　（吉田さん宅）
l　　　　　＿

ギョリュウパイ

（白川さん宅）

．ニ　ー院

皇帝ダノア

手入れが
行き届いた庭

（安さん宅）

瑚鴫
色づいた木々や秋の花、旬の果樹を
さがしてみました。

医療保険の保検証とは別に、一人に1枚、保険証（介凛保

険被保険者鉦）が交付されます。

■65歳に到達する月に交付されます。

■40畿以上65畿未満の人は、介護俣榛の旺定を受けた場合な
どに交付されます。

住所、氏名、生年月日などに鰐りがないか礪認しましょう

★要介護認定の申桝やモ新をするとき

◆ケアフランの作成を依頼するとき

★サービスを利用するとき昏
℡029－354－5221

rr A†し　ヰIl N」皐　√　■

日■！　　　　　　　1　■l　■
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こ
ん
な
時
は

お
と
し
よ
り
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を
〓
‥

セ
ン
タ
ー
長
　
平
川
　
知
子

今
回
は
、
お
と
し
よ
り
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
時
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

南
部
お
と
し
よ
り
相
談
セ
ン
タ
ー
の
担
当
地
区
は
勝
田
第
一
中
学
校
区
・
大
島

中
学
校
区
で
す
。

お
と
し
よ
り
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
相
談
の
他
に
、
皆
様
の
ご
自
宅
へ

伺
っ
て
相
談
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
と
、
ご
本
人
や
ご
家
族
様
が
お
と
し

よ
り
相
談
セ
ン
タ
ー
に
来
所
さ
れ
て
相
談
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
来
所
し

て
の
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
き
相
談
日
時
を
決

め
た
う
え
で
来
所
さ
れ
る
と
大
変
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
申
請
を

お
考
え
の
方
は
【
6
5
歳
に
な
る
と
交
付
さ
れ
る
介
護
保
険
証
】
と
【
主
治
医
や
病

院
名
が
分
か
る
診
察
券
等
】
を
ご
持
参
下
さ
い
。

介
護
保
険
の
認
定
に
は
要
支
援
1
・
2
と
要
介
護
1
～
5
ま
で
の
認
定
が
あ
り

ま
す
。
す
で
に
要
介
護
認
定
を
お
持
ち
の
方
は
、
市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

に
直
接
相
談
を
し
て
い
た
だ
く
事
が
可
能
で
す
。
要
支
援
の
認
定
を
お
持
ち
の
方

や
ま
だ
介
護
保
険
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
希
望
の
際
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
例
え
ば
「
最
近
両
親

の
足
腰
が
弱
っ
て
き
て
心
配
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
運
動
な
ど
通

え
る
所
は
な
い
で
す
か
？
」

「
布
団
で
寝
起
き
を
し
て
い
る

が
、
起
き
上
が
り
が
大
変
に

な
っ
て
き
た
。
ベ
ッ
ド
は
借
り

ら
れ
ま
す
か
？
」
　
「
施
設
を
探

し
た
い
が
ど
う
や
っ
て
探
し
た

ら
い
い
で
す
か
？
」
ま
た
「
入

院
中
で
、
病
院
か
ら
お
と
し
よ

り
相
談
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
さ
れ

た
。
退
院
し
て
か
ら
の
事
を
相

談
し
た
い
」
な
ど
、
相
談
内
容

や
タ
イ
ミ
ン
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
違

う
と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
心
配
な
事
や
不
安

と
思
う
事
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

安
全
防
災
部
会

部
会
で
は
、
毎
年
コ
ミ
セ
ン

ま
つ
り
に
餅
つ
き
コ
ー
ナ
ー
を

担
当
し
て
い
る
。
今
年
も
、
朝

早
く
か
ら
か
ま
ど
で
餅
米
を
蒸

し
、
消
防
団
の
部
員
が
杵
で
餅

を
つ
き
、
交
通
安
全
母
の
会
の

部
員
が
餅
を
丸
め
て
パ
ッ
ク
作

り
。
9
時
か
ら
売
り
始
め
、
売

り
場
に
は
長
い
列
が
で
き
た
。

用
意
し
た
9
0
0
パ
ッ
ク
の
餅

が
、
1
2
時
半
に
完
売
し
た
。
売

り
場
で
は
交
通
安
全
の
ビ
ラ
を

配
り
、
啓
も
う
活
動
も
行
っ
た
。

二
鞄
欄

文
化
部
会

コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
の
作
品
展
示

部
門
を
毎
年
受
け
持
っ
て
い
る
。

今
年
も
9
月
中
に
、
参
加
団
体
か

ら
出
展
さ
れ
る
作
品
の
種
類
・
点

数
な
ど
を
把
握
し
て
、
展
示
会
場

の
配
置
園
を
作
成
し
た
。

ま
つ
り
前
日
は
、
各
参
加
団

体
・
自
治
会
の
方
な
ど
の
協
力

を
得
て
、
配
置
園
を
も
と
に
展
示

会
場
を
設
営
し
た
。

ま
つ
り
終
了
後
は
、
皆
さ
ん
の

協
力
で
展
示
会
場
の
設
営
資
材
を

撤
去
し
、
後
片
付
け
を
行
っ
た
。

吋
h
l
′
l

環
境
部
会

当
部
会
は
、
毎
年
コ
ミ
セ
ン

ま
つ
り
で
花
苗
売
り
と
バ
ザ
ー

を
担
当
。
前
田
の
準
備
は
、
高

齢
者
が
大
半
の
部
会
員
が
総
出

で
力
を
合
わ
せ
て
テ
ン
ト
を
張

り
、
机
・
椅
子
の
設
置
を
行
っ
た
。

販
売
当
日
は
、
花
薗
約
2
8
0

ケ
ー
ス
の
荷
下
ろ
し
に
汗
を
流

し
た
。
準
備
に
骨
を
折
っ
た
が
、

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
花
茜
・
バ

ザ
ー
と
も
盛
況
だ
っ
た
。

、∵　二

青
少
年
部
会

9
月
2
8
日
、
親
子
わ
く
わ
く

体
験
事
業
と
し
て
、
今
年
度
は

「
星
空
か
ん
さ
つ
会
」
を
実
施
し

た
。
前
評
判
良
く
1
2
3
人
が

参
加
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
曇

天
に
よ
り
星
空
は
望
め
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
J
A
X
A
所
属
の

講
師
に
よ
る
「
塁
と
宇
宙
の
講

義
」
に
、
親
子
共
々
熱
心
に
聞
き

入
っ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
高
度
な
質
問
が
相
次
ぎ
、

J
A
X
A
の
方
も
び
っ
く
り
さ

れ
て
い
た
。

福
祉
部
会

9
月
日
日
、
2
0
人
の
参
加
に

よ
り
、
笠
間
市
鯉
渕
に
あ
る

「
社
会
福
祉
法
人
　
自
立
奉
仕

会
　
茨
城
工
場
」
を
視
察
研
修

し
た
。
こ
の
施
設
は
、
障
が
い

者
が
真
に
自
立
し
奉
仕
さ
れ
る

か
ら
奉
仕
す
る
人
に
な
る
こ
と

を
目
標
に
設
立
さ
れ
た
。

製
造
部
門
の
現
場
で
細
か
い

作
業
を
丁
寧
に
行
い
、
高
い
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
を
目
指
し
て
努
力

し
て
い
る
姿
勢
は
、
ま
さ
に

「
日
本
の
も
の
づ
く
り
」
そ
の

も
の
だ
っ
た
。

体
育
部
会

9
月
2
2
日
、
引
入
の
参
加
を

得
て
第
2
回
ノ
ル
デ
イ
ッ
」
フ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
た
。

石
川
運
動
ひ
ろ
ば
で
講
習
会
を

実
施
し
、
親

水
性
中
央
公

園

を

ま

わ

り
、
石
川
運

動
ひ
ろ
ば
ま

で
戻
る
4
k
m

の
コ
ー
ス
を

元
気
に
歩
い

た。

肌
　
編
集
後
記

今
号
は
、
4
5
年
ぶ
り
に
茨
城

ゆ
め
回
体
が
開
催
さ
れ
た
の

で
、
少
年
男
子
バ
レ
ボ
ー
ル
競

技
会
を
松
戸
体
育
館
・
勝
田
工

業
高
校
で
取
材
し
、
掲
載
し
ま

した。今
年
は
、
一
中
地
区
大
運
動

会
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。


